
夏の食中毒にご用心！　～６つのポイントで食中毒を予防しよう～

おかしいな、困ったなと思ったら一人で悩まず相談を～消費生活相談～

　食中毒は季節を問わず発生しますが、高温多湿の夏季は、細菌が増殖しやすいため細菌性の食中毒が多く発生します。県内でも、例
年、５月から１０月にかけてサルモネラ属菌などの細菌による食中毒が多発しています。
　食事を準備するときには、細菌を「つけない」、「増やさない」、「やっつける」を心がけ、食中毒を防ぎましょう。

　悪質業者の手口は、複雑、悪質、巧妙化しています。
　平成２５年度に県に寄せられた消費生活相談は、５，７１９件でした。そのうち、約３５％を６０歳
以上の高齢者が占めています。
　悪質業者に狙われないよう注意し、また、トラブルにあった場合は一人で悩まず、相談しましょう。

県庁生活衛生課　☎099(286)2786問い合わせ先

県庁消費者行政推進室　☎099(286)2521問い合わせ先 県庁経営技術課 ☎099(286)3155問い合わせ先 鹿児島県 大隅加工
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■　サルモネラ属菌　　■　サルモネラ属菌以外の細菌
■　ウイルス　　■　自然毒　　■　その他

　○自然界に広く生息し、牛・豚・鶏などの家畜・家禽や犬・
　　猫・は虫類などのペットも保菌しています。
　○低温や乾燥に強い性質があります。

　○主には、牛・豚・鶏などの食肉、卵など。
　○特に、鶏卵は卵内にサルモネラ属菌が入っていること
　　があるので冷蔵庫に保管し、賞味期限内に食べましょう。

　　感染して約５時間～７２時間で発症。腹痛、水様性下痢、発熱（３８℃～４０℃） が
　主な症状で、おう吐、頭痛、脱力感、けん怠感を起こす人もいます。

県内の細菌性食中毒は、サルモネラ属菌によるものが最も多く発生しています

サルモネラ属菌　＜食品安全委員会事務局　資料＞

家庭でできる食中毒予防

高齢者や子どもなど抵抗力の弱い人は、生の肉や卵は控えるようにしましょう

６つのポイント
Point1 食品の購入

Point4 調理

Point2 家庭での保存

Point5 食事

Point3 下準備

Point6 残った食品

□消費期限や賞味期限などの表示をチェック
□肉・魚などは分けて包み、保冷剤（氷）など　 
　で冷やす

□肉や魚は十分に加熱する（中心
　部分の温度７５℃で１分間以上）
□調理を途中で止める場合は、食品は冷蔵
　庫に戻す

□盛りつけには、清潔な
　器具や食器を使う
□料理は、長時間室温で放置しない
□食事の前に石けんで手を洗う

□保存する場合は、早く冷え
　るよう小分けして冷蔵庫で保存
□食べる時は、十分に加熱する（中心部分
　の温度７５℃以上）

□帰ったら、すぐ冷蔵庫（１０℃
　以下）や冷凍庫（マイナス１５℃）で保存
□冷蔵庫内は、詰め込まず７割程度に

□石けんで、こまめに手を洗う
□調理器具やふきんは洗って消毒
□肉や魚は、生で食べるものから離し
　ておく

大隅加工技術拠点施設（仮称）の整備を進めています
　畑地かんがいの整備などが進み、「食の一大供給基地」としての発展が期待される大隅地域に、大
隅加工技術拠点施設（仮称）を整備しています。
　消費者のニーズに対応した新たな加工・流通技術に関する研究・開発を進めるとともに、県産農
産物の付加価値向上に向けて、一次加工※などに意欲的に取り組む県内の農業者や食品加工事業者
等の方々が、新しい加工品の試作などにも利用できる施設です。

　加工目的に応じて、加工機
器を自由に組み合わせた利用
ができます。
　日量10kg程度の野菜など
を用いて、小規模な加工品の
試作ができます。

　加工機器をライン化（ウェット・ドラ
イ）し、日量300kg程度の野菜などで、加
工品の試作ができます。
　試作できるものは、ペースト、水煮、冷
凍、カット、乾燥、粉末、フレークです。

　野菜や加工品などの品質・
鮮度保持技術の開発等を行う
ことができます。

　加工品の品質検査や加工に
関する各種相談・研修等に利
用することができます。

加工開発実験施設

加工ライン実験施設

流通技術実証施設

企画・支援施設

機能
1 新たな加工・流通技術の研究・開発
2 食品加工事業者などによる加工品
　の開発や販路拡大等の支援

フレークに加工

完成予想図
県農業開発総合センター大隅支場敷地内

（鹿屋市串良町細山田）

特徴

症状

原因食品

か　きん

水産技術開発センター
（指宿市岩本字高田上）では、
水産加工品の開発支援などに取り組んで
います
・新しい水産加工食品の開発支援
・既存加工品の品質改良・向上の相談対応や共同研究
・未利用資源や加工残滓を活用した加工品の開発
  のほか、魚介類の高鮮度保持流通に関する研究などにも取り
  組んでいます。

県水産技術開発センター　☎0993(27)9200問い合わせ先

県庁商工政策課　☎099(286)2920問い合わせ先

送りつけ商法相談事例１ 利殖商法

　知らない業者から、「お試しの健康食品
を送る」との電話があり、あいまいな返事を
したところ、２日後に商品が届けられた。
　価格などの記載がなかったので無料と思
っていたら、後日高額な請求書が届いた。
　　　　　　　　　  （８０歳代　女性）

　購入するつもりがない場合は、「いりませ
ん」「必要ありません」ときっぱり断りましょう。
　商品が届いてしまった場合は、受取拒否を
して送り主の住所などを控え、消費生活セン
ターへ相談してください。
　誤って商品を受け取ったり、開封してしま
った場合も、すぐに相談しましょう。

　証券会社の担当を名のる者から、「以前、
あなたが３０万円で購入した未公開株が、
オリンピック開催が決定して１０倍の３００
万円になったので売らないか」との電話が
あり売ることにした。
　「売却代金を送金する保険料」として３０

万円振り込んだが、その後、売
却代金は支払われず業者とも
連絡がとれなくなった。

　　　　（７０歳代　男性）

　悪質業者は、話題になっている出来事を
悪用して近づいてきます。今後、東京オリン
ピックに関連したトラブルはさらに増えてく
ると考えられています。
　いったんお金を払ってしまうと、取り戻す
のは非常に困難です。うまい話を持ちかけら
れても安易に信用しないようにしましょう。

アドバイス アドバイス

　知らない相手からの電話には、発信者の電話表示
サービス（有料）や留守番電話などの機能を利用して
出ない方法も効果的です。

相談事例2

おかしいな、困ったなと思ったら
一人で悩まず相談しましょう

消費者ホットライン

　身近な消費生活相談窓口につながる全
国共通ダイヤルです。

消費生活センター　  ☎099(224)0999
大島消費生活相談所　☎0997(52)0999
　（受付時間）月～金 午前９時～午後5時
 土　　 午前１０時～午後４時
 ※土曜は消費生活センターのみ
 ※祝日、年末年始は除く

年代別の相談割合

平成27年4月

開所予定

0570-064-370

　県の相談窓口に直接おかけになる場合
は、こちらまで。

大隅加工技術拠点施設（仮称）　利用者ネットワーク会員
　県内の農業者や食品加工業者、大学などを対象に会員を募集しています。
　会員の方には、加工品関係の商談会・展示会などの開催情報や加工事業
への新規参入・規模拡大などを行う際の各種支援策の情報などをメールマ
ガジンでお届けします。

募集中

募集中

募集中

かごしまの食をもっと味わってみませんか かごしま食の情報ボックス
　かごしまの食は、お店で、自宅でと気軽に楽しめます。旬の食材のおいしさや食文化を楽し
んでみませんか。　

□かごしま地産地消推進店で □農家レストランで
　　生産者の顔が見え、旬の新鮮な農産物を食
　材とした農家レストランは人気が高まっていま
　す。気軽に訪れてみませんか。

□かごしまの食ウェブサイト
　　鹿児島県産の野菜・果物・畜
　産物・水産物、加工品やそれら
　を取り扱っている飲食店・販売
　店などを紹介しています。

□地産地消推進サポーター
　　食や地産地消に関する情報をお届けし
　ます。
　　地産地消の応援団として、県産農林水
　産物のよさをＰＲしてみませんか。

□食の安心・安全推進パートナー
　　食の安全についての話題や生産者の
　取り組みなどをお届けします。

□自宅で
　　かごしまの食材を使って、おいしくてバラ
　ンスのとれた食事をつくってみませんか。
　　メニューに迷ったときは、検索してみてく
　ださい。

かごしま地産地消推進店
鹿児島県　農家レストラン

鹿児島県　地産地消推進サポーター

食の安心・安全推進パートナー

かごしまの食

かごしまの食

かごしま版食事バランスガイド

かごしま地産地消
推進店ステッカー

　かごしまの食は、新鮮な旬の食材はもちろん
加工しても絶品。皆さんの食卓にも、利用してみ
ませんか。

　かごしまの食に関する情報をウェブ
サイトやメールマガジンなどで発信して
います。

　県では、地元の農産物などを活用して、農
産物などの加工・販売や農家レストランを
開設するなどの６次産業化に取り組んでい
る、または今後取り組もうとする生産者の
方々を支援するため、６次産業化サポートセ
ンターを設置しています。
　６次産業化に関するご相談や詳しい支援
内容については、センターまでお問い合わせ
ください。

６次産業化で取り組んだ商品
中央のペットボトル茶「ＳＨＡＫＥ－ＩＴ！霧島茶」はヘンタ製茶(有)
が開発しました。

鹿児島６次産業化サポートセンター
（公益社団法人鹿児島県農業・農村振興協会内）
所在地　鹿児島市鴨池新町10-1（県庁11階）
☎　099(286)7223　　ＦＡＸ 099（286）7229

食プロ（食品関連産業振興プロジェクト）
始まる

 食品関連産業の一層の振興と

雇用の創出を図るため、平成

26年度から３年間、経営力強化

や商品の高付加価値化などの

支援に重点的に取り組みます。

　詳しくは、県庁商工政策課ま

でお問い合わせくさい。

生産者・食品加工業者などの方へのお知らせ

※一次加工
　野菜などの農畜水産物を直接の原料
として、その性質を大きく変えることな
く処理・加工を行うもの。

例）冷凍野菜、粉末野菜、カット野菜など

　県産農林水産物を
積 極 的 に 活 用してい
る飲食店などです。ポ
スターやステッカーを
目印に。　

取材協力/農家レストラン
　　　　 七菜

現在、新たな販
路開拓や粉末
茶を利用した
新商品の開発
に取り組んで
います。

ヘンタ製茶（有）
代表　邊田　孝一さん

鹿児島県　食中毒予防

消費期限 2014.○.××

相談総件数
５，７１９件

35.3%

留守にしています。
メッセージを
いれてください。

ゼロ・ゴー・ナナ・ゼロ 守　ろ　う　よ、 み ん な を !

000-×××-0000


